
事業番号 - - -

（ ）

現状・課題
（5行程度以内）

翌年度へ繰越し（D) ▲654.7 ▲1,712.3 ▲1,091.4 -

1,151

21

重要政策推進枠：683百万円

-

補助率等

事業概要
（5行程度以内）

迎賓施設の機能を維持するため、また安定して一般公開等を行うために改修工事等を行っていく。

実施方法 委託・請負

予算額・
執行額

（単位:百万円）
（インプット）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

執行額(G) 538 49.4 1,853.6

計(F)
=（A)+（B)+（C)+（D)+（E)

723.8 200.5 1,925.4 1,295.5 1,543.7

予備費等（E) - - - -

予算の
状況

前年度から繰越し（C)

当初予算（A) 1,039 1,134.6 1,065.7 1,172 1,543.7

216 654.7 1,712.3

-

昭和54年度
事業終了

（予定）年度
終了予定なし 担当課室

- -

補正予算（B) 123.5 123.5 238.8

123.5

123.5

令和5年度第1次補正予算

2023 府 22 0186

内閣府

政策 -

事業の目的
（5行程度以内）

赤坂迎賓館、京都迎賓館について、経年により老朽化した施設等の改修・整備を行い、接遇及び一般公開等に支障のないことを目的とする。

赤坂迎賓館総務課
京都迎賓館庶務課

総務課長　佐々木　明
庶務課長　髙橋　俊生

会計区分 一般会計

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

官公庁施設の建設等に関する法律
関係する

計画、通知等
官公庁施設の建設等に関する法律第九条に基づく営繕計画書

事業名 迎賓館施設整備に必要な経費 担当部局庁 迎賓館 作成責任者

事業開始年度

施策 -

政策体系・評価書URL

主要経費 その他の事項経費

令和5年度行政事業レビューシート

-

事業概要URL -

(項)

令和5・6年度
予算内訳

（単位：百万円）

歳出予算項・目 令和5年度当初予算

計（A) 1,172

1,442

142%

執行率（％）
=(G)/(F)

74% 25% 96%

内閣本府施設費

当初予算＋補正予算に対する執行額
の割合（％）

=(G)/｛(A)+(B)｝
46%

主な増減理由（・要望額・予備費）

4%

令和6年度要求

19

(目)

2 2

102

100

施設整備費

施設施工庁費

施設施工旅費

その他

1,543.7

赤坂迎賓館は、国宝に指定されているが、昭和４９年の開館より４０年以上が経過しており、施設等については改修を行っているものの経年劣化や一般公開の実施に伴う損傷が
進んでいる。また、改修に必要な部品等の調達も年々難しくなっており、接遇や一般公開等を実施するにあたり支障が生じる恐れがある。また、京都迎賓館でも、開館から１０年以
上が経過し、既設置済み設備の部品の調達が難しくなってきており、接遇や一般公開等を実施するにあたり支障が生じる恐れがある。
そのため、必要な改修工事等を実施している。

令和6年度要求

-

-

-



目標年度における効果測定に関する評価（令和○年度実施）

点検結果

支出先の選定は、支出委任先の国土交通省において、コスト縮減に努めている。また、専
門的な知識及び技術を要するため、一般競争入札には適さず、随意契約（企画競争等）に
なってしまうものについては、作業内容の精査等を行うことで事業の適正化を図っている。
改修工事は工事の範囲を最小限に留め、接遇及び一般公開に支障の無いような施工計画
で工事を行っている。

アクティビティ①についてアウトカムが複数設定できない理由

アクティビティである改修工事等の実施が、最終目標である迎賓施設の機能維持に直接結びつくため。

8 14

成果実績

8

目標値 件 8

175 57.1

成果目標及び成果実績
①-1

（短期アウトカム）

成果目標

8

各国賓客の招待外交の表舞台に相応しい施設としての機能を維持するため、また安定して一般公開等を行うため、接遇等の予定に支障がないよう中長期的な計
画に基づき当該年度に合致した施設等の整備を計画的に行うため、成果目標として、効果的な当該年度に合致した施設整備の実施割合を設定した。

国公賓客等の接遇及び一般公開等の実施に伴う支障がないように中長期計画に基づき順次施設の改修、整備を進めていく。

-％

事業に関連する
ＫＰＩが定められ
ている閣議決定

等

名称

URL

該当箇所

アウトカム設定について
の説明

令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

8

8

5

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

-

令和2年度 令和3年度

-

年度

達成度

単位 令和2年度

-

目標最終年度

↓

活動内容①
（アクティビティ）

迎賓施設の機能を維持するため、ま
た、安定して一般公開等を行うため

迎賓施設の機能を維持するた
め、また、安定して一般公開等を
行うための施設等の改修工事等

活動実績

年度

8 14

定量的な成果指標 単位

件 14

目標年度
令和4年度

活動目標及び活動実績
①

（アウトプット）
当初見込み 件 8

活動目標 活動指標

8

達成度 ％

当該年度に合致した施設整備の実施割
合

-

成果実績 件 8 14

100

改善の
方向性

事業所管部局による点検・改善

迎賓施設の機能を維持するため、また安定して一般公開等を行うために改修工事等を行っていく。

成果目標及び成果実績
①-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

成果目標①-1の
設定理由

（アウトプット
からのつながり）↓

↓
成果目標①-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

-

アクティビティ①について定性的なアウトカムを設定している理由

迎賓施設としての機能を維持するため、また、安定して一般公開等を行うために必要となる経年劣化等の不具合による改修工事等であるため。

目標値



-

外部有識者の所見を参考に、引き続き予算の効率的執行に努め、執行実績や執行見込を適切に概算要求に反映させること。

外部有識者の所見

事業の目的が「迎賓館の機能維持」であるため、プラスの成果はなくマイナスにならないことが成果であると考えると、定量的な効果は得られにくく、アウトカムが定性的であることはやむを
得ない。

0195

2021 府

上記への対応状況

上記への対応状況

過去に受けた指摘事項
と対応状況

0170

令和2年度 内閣府 0177

0194

令和4年度 2022 府 21

関連する過去のレビューシートの事業番号

20

令和元年度

平成28年度 0148

平成29年度 0154

令和3年度

平成27年度

内閣府

行政事業レビュー推進チームの所見に至る過程及び所見

平成24年度 0149

平成25年度 0142

公開プロセス・秋の年次公開検証（秋のレビュー）における取りまとめ

その他の指摘事項

引き続き、迎賓施設としての機能維持のため国公賓客等の接遇及び一般公開等の実施に伴う支障がないように中長期計画に基づき順次施設の改修、整備を進
めるとともに予算の効率的かつ適正な執行に努める。

現状通り

現状通り

0156

平成30年度 0161

平成23年度 0155

平成26年度 0141

備考

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況



資金の流れ
（資金の受け取り先が
何を行っているかにつ

いて補足する）
（単位：百万円）

花鳥の間天井画
（一部）の下地

分離解体

花鳥の間天井画
（一部）の修繕
および修復

花鳥の間天井画
（一部）のエッ
クス線撮影

花鳥の間天井画
（一部）の撮影

花鳥の間天井画
（一部）の下地

材製作

6百万円 0.9百万円 0.4百万円 0.3百万円 2.5百万円

合同会社
造形藝術舎

個人A 個人B ㈱Lab 鈴英㈱

A B C D E

内閣府
38百万円

改修工事等を実施する事業者に業務を委託

随意契約 随意契約 随意契約（少額） 随意契約（少額） 随意契約（少額）



　

支出先上位１０者リスト

A.

B

C

D

E

国庫債務負担行為等による契約先上位10者リスト

随意契約
（企画競争）

1 - -

随意契約
（公募）

1 - -

2 B 個人A -
花鳥の間天井画（一部）の修
復

9.8

契約方式
入札者数

（応募者数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった理

由及び改善策
（契約額10億円以上）

1 A
合同会社造形藝術
舎

6011803004890
花鳥の間天井画（一部）の下
地分離解体

15.9

支出先上位10者リスト欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙3】に記載 チェック

ﾌﾞﾛｯｸ
名

契　約　先 法　人　番　号 業　務　概　要
契約額

（百万円）

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 鈴英株式会社 9013301013768
花鳥の間天井画（一部）の下
地材製作

2.5
随意契約（少

額）
1 - -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数
（応募者数）

落札率

1 - -1 株式会社Ｌａｂ 6010001069128
花鳥の間天井画（一部）の撮
影

0.3
随意契約（少

額）

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数
（応募者数）

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

- -

入札者数
（応募者数）

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 個人B -
花鳥の間天井画（一部）の
エックス線撮影

0.4
随意契約（少

額）
1

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等

-

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 個人A -
花鳥の間天井画（一部）の修
繕

0.9
随意契約（公

募）
1 -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数
（応募者数）

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 合同会社造形藝術舎 6011803004890
花鳥の間天井画（一部）の下
地分離解体

6
随意契約（公

募）
1 - -

費目・使途欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙2】に記載 チェック

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数
（応募者数）

落札率

計 2.5 計

施設整備費 花鳥の間天井画（一部）の下地材製作 2.5

E. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0.4 計 0.3

施設整備費 花鳥の間天井画（一部）のエックス線撮影 0.4 施設整備費 花鳥の間天井画（一部）の撮影 0.3

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

C. D.
費目・使途

（「資金の流れ」において
ブロックごとに最大の金
額が支出されている者に
ついて記載する。費目と
使途の双方で実情が分

かるように記載）

A. B.

費　目 使　途

計 6 計 0.9

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

施設整備費 花鳥の間天井画（一部）の下地分離解体 6 施設整備費 花鳥の間天井画（一部）の修繕 0.9
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